
■長崎県病院企業団本部
■平成29年10月発行
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いつまでも元気に暮らすために･･･

地域包括ケアシステムの姿

地域包括ケアシステムは、おおむね３０
分以内に必要なサービスが提供される日
常生活圏域（具体的には中学校区）を単
位として想定

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・福祉用具
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

等

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

病院：
急性期、回復期、慢性期

病気になったら･･･
介護が必要になったら･･･

■介護予防サービス

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される
体制（地域包括ケアシステム）の構築を実現。

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地域包
括ケアシステムの構築が重要。

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は減少する
町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差。

○ 地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の
特性に応じて作り上げていくことが必要。

～主な医師確保対策～

目 的：医学部生に修学資金を貸与し、離島の公立医療機関等に勤務する医師を養成

貸 与 額 ：6年間総額 約934万円
入学金・授業料・生活費〈月7万円以内〉・図書費〈年20万円以内〉

勤務義務年数 ：最大9年（貸与期間の1.5倍）、うち半分以上は離島部
貸与利率：年14.5％
◆ 一般枠 全国の医学部学生が対象 新規貸与2人（H29）
◆ 地域枠（Ｈ２３入学～）

長崎大学（10）・佐賀大学（1）・川崎医科大学（6） 新規貸与17人（H29）

長崎県医学修学資金貸与制度（昭和45年～）

＜新規貸与者実績＞ (人）
Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

一般枠 3 1 2 1 3 2
地域枠 5 6 5 6 11 13
合計 8 7 7 7 14 15

現在検討中の取組

１ 本土、外国から離島への医療従事者（医師、
看護師、薬剤師）の呼び込み策
①「アイランドファーマシスト」

②外国人看護助手

２ 医師等の負担軽減
・診療看護師が地域包括ケア病棟を担当







今話題！

ニホンカワウソ？

ユーラシアカワウソ？




